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空間放射線積算線量‖平成14年1月～3月分

環境放射線調査結果のお知らせ（1）
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積算線量測定地点�

平常の変動幅�

今回の測定値（中国電力測定）�
今回の測定値（島根県測定）�

単位：ミリグレイ／90日（mGy／90日）�

各測定地点で熱ルミネセンス線量計により、約3ヶ月間環境放射線を連続測定したものですが、
測定された放射線のほとんどがその地点の自然放射線によるものです。

1km 2km 3km 4km 5km

島根原子力発電所の運転状況メモ
［1月～3月］

●2号機●
定格出力82万kw

●1月
第10回定期検査のため停止
・出力降下開始：7日　・発電機解列：8日
●2月
第10回定期検査のため発電停止：1月8日～2月21日
原子炉起動：19日
試運転開始・発電開始・調整運転：21日
●3月
調整運転：2月21日～3月19日
総合負荷性能検査合格：19日

※平常の変動幅：過去5年間の測定データの最小値と最大値の範囲。なお本誌においては、範囲の上限値のみを記載しています。
※1加賀の欠測は支持柱の転倒による。

お問い合せ先
島根県環境政策課
原子力安全対策室
TEL.0852-22-5278

Shimane Atomic Information

アトムの広場

今期の調査結果を検討・評価したところ
島根原子力発電所の影響は認められませんでした。

●1号機●
定格出力46万kw

●期間中定格出力運転

●2号機の営業運転再開（3月19日）
島根原子力発電所2号機は、10回目の定期検査のために平成14年1月8日から運転を停止
していましたが、2月19日から原子炉を起動、2月21日から調整運転を開始し、3月19日に
営業運転を再開しました。

●1号機が定期検査開始（5月25日）
島根原子力発電所1号機が5月25日から約2ケ月の予定で23回目の定期検査に入りました。
今回の定期検査では、400体の燃料集合体のうち約80体をエネルギー効率の高い新燃料へ
の交換や制御棒駆動機構97体のうち分解点検対象の14体を同一設計の予備品と交換するこ
とも併せて行われます。
なお、今回の定期検査は、前回終了後から13ケ月ぶりのことになります。

●平成13年度第4回保安検査結果について
経済産業省島根原子力保安検査官事務所では、島根原子力発電所での保安検査を平成14年
2月25日～3月15日にかけて実施されました。
この保安検査は、法律（原子炉等規制法）に基づいて島根原子力発電所を安全に運転管理す
るために定めている保安規定が、きちんと守られているかどうかを検査するものです。
具体的には、保安管理体制・運転管理・保守管理・緊急時の措置の項目について、立入
り・物件検査・関係者への質問等が実施され、保安規定に違反する項目はありませんでした。

原子力トピックス原子力トピックス
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お問い合せ先
島根県環境政策課
原子力安全対策室
TEL.0852-22-5278

Shimane Atomic Information

アトムの広場島根県原子力防災センターの開所式が
行われました

原子力災害の緊急時対応拠点施設と

なるオフサイトセンター（緊急事態応急

対策拠点施設）として整備された「島根

県原子力防災センター」の開所式が4月

4日に同センターで行われました。

開所式では、県知事、地元関係市町

長、国関係者など約60人が出席し、知

事と原子力安全・保安院長とのテレビ

会議や大型画面装置による情報関係設

備等の紹介が行われました。

●日　時／平成14年4月4日（木）10：00～11：00
●場　所／島根県原子力防災センター 3階全体会議室（松江市内中原町52）
●出席者／島根県‥‥‥‥‥‥知事、地元県議会議員、関係部長等

国‥‥‥‥‥‥‥‥原子力安全・保安院審議官、島根原子力保安検査官事務所長等
関係市町‥‥‥‥‥鹿島町長、松江市長、島根町長
防災関係機関等‥‥県防災会議委員、県政記者会等
原子力事業者‥‥‥中国電力（株）

島根原子力安全シンポジウムが開催されました

原子力の安全に関する様々な質問や意見を幅広く聞き、公

開の場で議論することにより、原子力の安全確保を一緒に考

えてもらう目的で、国の原子力安全委員会が主催する｢島根

●日時／平成14年5月11日（土）13：30～16：30
●場所／松江市総合文化センター 2階大会議室

（松江市西津田6-5-44）
●主催／内閣府原子力安全委員会（委員長 松浦祥次郎）
◎参加者：約250人

＜施設問い合せ先＞ ・島根県環境生活部環境政策課原子力安全対策室（県庁6階） TEL.0852-22-6303､FAX.0852-25-3830
・経済産業省島根原子力保安検査官事務所（同センター内） TEL.0852-22-1947､FAX.0852-28-4879

2号機非常用ディーゼル発電機の誤警報について
誤警報の発生

5月24日午後5時26分頃、島根原子力発電所2号機で、3台

設置されている内の1台の非常用ディーゼル発電機※の定期試

験開始直後、中央制御室内の警報盤に、非常用ディーゼル発

電機の異常を知らせる警報が表示されました。

運転上の制限を満足しない事象としての判断

発電所では、直ちに試験を中止して、その非常用ディーゼ

ル発電機を動作不良と判断し、保安規定に定める｢運転上の

制限を満足しない事象｣として、安全協定等に基づき県や関

係自治体へ連絡が行われました。

県の対応

同日午後5時35分に通報を受けた

県は、協定で定める事故トラブルに

は該当しないものの発電所の運転状

況を把握するため発電所への立入調

査を実施するとともに、国の保安検

査官とも連絡を取りながら、事象の状況確認と安全確認を行

いました。

原因究明とその後の対応

原因を調査した結果、ディーゼル機関への燃料供給を止め

るレバーの位置がずれ、ディーゼル機関の回転軸の過速度を

知らせるスイッチと誤って接触していたことがわかりました。

中国電力では、原因が特定できたため、レバーの位置を調整

して元に戻して、改めて起動再試験を行いました。

その結果、25日午前1時58分頃に、この非常用ディーゼル

発電機が正常に起動することが確認されました。（報告を受

けた県では、27日にも現場確認を行い、修復状況の確認をし

ました。）

なお、今回の事象は安全協定上、事故

トラブルに該当するものではありません

が、今後、このような事象が再発しない

よう、恒久的な対策について検討が行

われています。（原稿締切段階）

※事故トラブルなどで外部電源が途絶えた時に、原子炉内に冷却水を送り込むポン
プなど重要な機器に給電するための発電機。この非常用ディーゼル発電機は3台あ
り、保安規定に基づき、1ケ月に1回起動確認を行う試験が義務づけられている。

保安規定上、非常用ディーゼル発電機1台が動作不良（運転上の制限を満足しない
事象）となった場合には、他の2台の健全性を確認した上で、10日以内に復旧させ
ることが義務づけられている。

原子力安全シンポジウム｣が5月

11日に開催されました。

シンポジウムでは、｢平成13

年版原子力安全白書｣の概要や

防災対策についての説明が同委

員会より行われた後、航空機事故が起きた場合の原子力発電

所の安全性を問う意見や防災対策を充実すべき地域範囲の拡

大を求める意見など、活発な質疑・討論が行われました。

情報関係設備の紹介

非常用ディーゼル発電機

燃料遮断レバー過速度検出スイッチ

接触箇所
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空間放射線線量率‖平成14年1月～3月分

88

79
88

100

55 54 54

66

74
68

75

4240 40

65 656866

413939

62 5761
69

363534

65 6765
71

444242

56
535752

292828

60
56

63
69

333130

57 5660

98

363433

67 65
7172

393736

84�
（注）�

62
69

73

363432

87（注）�

68
7476

474646

佐陀本郷�

深田北�

片句�

手結�

古浦�
北講武�

御津�

上講武�

鹿　島　町�

日　本　海�

鹿島町役場�

西浜佐陀�

国道431号�

広域農道�

末次�宍　道　湖�

松江市役所�

松江城�

県庁�

国道9号�

国道431号�松　江　市�

JR松江駅�
大橋川�

島　根　町�

大芦�

島根町役場�

佐
陀
川�

原子力�
環境�
センター�

島根�
原子力�
発電所�

モニタリングポスト�
設置地点�

単位：ナノグレイ／時（nGy／時）�

平常の�
変動幅�

最高値�

平均値�

1月�2月�3月�

今回の測定範囲�

環境試料中の放射能 一部の試料から核実験などによるものと思われる微量の放射能を検出しました
が、島根原子力発電所の影響は認められませんでした。

1km 2km 3km 4km 5km

※テレメータシステムにより原子力環境センターにおいて集中監視をしています。
※平常の変動幅：H11.4～H13.3までの全データを統計処理した範囲。なお本誌においては、範囲の上限値のみを記載しています。
（注）手結と上講武については以前より測定をしていましたが、H13.4月よりテレメータシステムによる集中監視を開始しました。そのため、平常の変動幅のかわりに過去の

最高値（H11.4～H13.3）を記載しています。

お問い合せ先
島根県環境政策課
原子力安全対策室
TEL.0852-22-5278

Shimane Atomic Information

アトムの広場

モニタリングポストにより2分間毎のデータ（平均値）を連続測定した結果です。測定されたもののほとんどが自然放射
線によるものです。平常の変動幅を超えた値はいずれも降水によるものでした。

環境放射線調査結果のお知らせ（2）

●γ線スペクトロメトリーによる分析結果 ●ストロンチウム90測定結果（第3・四半期分）
試料区分 測　定　結　果 平常の変動幅（137Cs）

※単位：浮遊塵μBq/m3、牛乳mBq/�、海産生物Bq/kg（生）
※γ線スペクトロメトリー対象核種～牛乳：131I、その他の試料：54Mn、59Fe、58Co、60Co、137Cs
※「-」は検出下限値未満を示す。
※137Cs平常の変動幅は平成3年度から平成12年度までの最小値から最大値までの範囲です。

浮　遊　塵 -

牛　乳（原乳） -

-

-（131I）

海産生物（なまこ） - -

海産生物（さざえ） - -

海産生物（いわのり） - -

試料区分 測　定　結　果

ほうれん草 0.19ベクレル/Kg（生）が検出されました。 0.12～0.47

平常の変動幅

※平常の変動幅は平成4年度から平成12年度までの最小値から最大値までの範囲です。
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平成14年1月～3月分

温排水調査結果のお知らせ

島根原子力発電所周辺海域の水温分布と水色を島根県と中国電力（株）が調べています。
このほど1月～3月の調査結果がまとまりました。

水温の分布状況は下の図のとおりでした。

○：温排水の影響があったと思われる定点

※：等温線は1℃間隔で示してあります。

なお、1℃未満の海域は水温範囲で示しました。

※：温排水の影響があったと思われる定点：基準水温より1℃以上高い水温

※：基準水温：沖合定線の中で最も沖合5定点の水深別平均値

（注）水色とは、白昼海面の真上から肉眼で観察した海の色で、

一般にフォーレルが考案した標準液と比較する方法で測

定されています。標準液番号は1～11までがあります。

今期の測定結果は水色（番号）で表すと

で、

特に変わりありませんでした。

沿岸定点の水温
（1～3月測定）

10

15

20

25

30

35

321121110987654
（H.13）�

（℃）�

（H.14）� 年月�

1号機放水口の水温は、取水口の水温と

比較して、1月は8.8～9.9℃程度、2月は8.9

～9.9℃程度、3月は9.0～9.9℃程度高めで

した。

また、2号機放水口の水温は取水口の水

温と比較して1月は0.3～6.9℃程度、2月は

0.1～6.9℃程度、3月は6.6～6.9℃程度高め

でした。

取水口（輪谷湾）�

1号機放水口�

2号機放水口�

放水口沖�

御津�

片句�

沖合定線の0m層水温（3月11日測定） 海の色（3月11日測定）

取水口付近

1号機放水口
付近

2号機放水口
付近

1号機放水口沖
北2000m付近

今まで観測されたこの海域の色は

です。

4

4

4

4

2 3 4 5 6

観測場所 水色（番号）

各測定地点の1m層月平均水温

お問い合せ先
島根県漁業管理課
TEL.0852-22-5315

Shimane Atomic Information

アトムの広場

1号機放水口沖
北4000m付近 4

4

小
島�

長
崎
鼻�

発
電
所�

１
号
機
放
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口�

２
号
機
放
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0 1000m
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16.0℃�
170℃�
16.0℃�
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それでは、ご質問についてお答えします。
放射線や放射性物質は、人間が原子力の利用を開始したこ

とによって初めて生まれたものではありません。人間は、古代より
様々な放射線や放射性物質の中で生活しており、微量であれば人
体に影響はないとされています。
しかしながら、一度に大量の放射線を受けると吐き気、おう吐、
下痢、発熱などの症状が現れ、非常に大量の場合は死に至ります。

現在、島根原子力発電所周辺の環境放射線測定値は、だいたい
25～60nGy/hで、この測定値のほとんどが、自然界のものです。
時間あたりの環境放射線測定値（25～60nGy/h）と、人体への
影響の目安（Sv）を単純に比較することはできませんが、一般的に
臨床症状が起きるというレベル（200mSv）に比べても、かなり低
い値だということがおわかりだと思います。（7ページ参照）

モニ太とリングの�

島根県では、島根原子力発電所周辺環境の安全を守るために、｢島根県環境
放射線情報システム｣により、発電所周辺の環境放射線を24時間連続して測
定・監視をしています。
これは、発電所が万一の事故により放射性物質を放出する可能性があること
から、常時、環境放射線を測定し、異常がないことを監視するためです。
この環境放射線は、発電所周辺の11ケ所に設置される放射線連続測定設備

（モニタリングポスト、モニタリングステーション）により測定・監視され、そ
の値は、県庁県民室のマルチビジョン、松江北消防署前の屋外文字表示装置、
島根県原子力安全対策室ホームページ等で、リアルタイム（2分間ごとの平均
測定値）で公開しています。

開催日：平成14年8月7日（水）
【応募先】島根県環境生活部環境政策課

原子力安全対策室　見学会係
TEL.0852-22-5278  FAX.0852-25-3830
Eメールアドレス kankyo@pref.shimane. jp

【応募締切】平成14年7月26日（金）必着
【参加人員】50名（応募多数の場合抽選とします。）

◎官製ハガキなどに、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、連絡先

電話番号を記入の上、応募してください。1枚に複数人数を記入

し応募されてもかまいませんが、お一人ごとに住所、氏名（ふりが

な）、年齢、性別等を必ず記入してください。なお、電話やFAXな

どで、直接見学会係へ申し込みされてもかまいません。

◎年齢、性別は発電所見学に必要ですので、必ず記入してください。

◎参加費は無料です。なお、県庁までの交通費は参加者負担とさせて

いただきます。

◎昼食は県で用意します。

◎島根県原子力防災センターからの移動は大型貸し切りバスで行い

ます。

◎駐車場が不足しておりますので、県庁へお越しの際は、できるだ

け公共交通機関をご利用ください。

◎参加は小学校5年生以上の方に限らせていただき、中学生以下の

方は保護者もしくは学校教員同伴でお願いします。

◎7月29日（月）に抽選を行い、後日、抽選結果を全員にご連絡（封

書）いたします。

原子力関連施設見学会のお知らせ

見学先および行程�

受付◎島根県庁県民室�
行程（予定時刻）�

島根県原子力環境センター�

島根原子力館・島根原子力発電所��

●環境放射線情報システム表示装置見学�
�

●環境放射線監視体制の説明�
●研究所施設見学�
●昼食・休憩�

●原子力館見学�
●原子力発電所の概要説明�
●原子炉・タービン等施設見学�

8：30～  8：45

8：45～  9：15

10：15～13：00

島根県原子力防災センター�
●原子力災害時の応急対策拠点施設見学�

9：25～  9：55

13：20～16：30

島根県庁� 17：00　（解散）�

県庁県民室�

島根県が、島根原子力発電所周辺

の環境放射線を24時間連続して

測定していることを最近知ったんだけど、測定

値がどれぐらいになると、人体に影響がでるの？

｢環境放射線のリアルタイム表示｣より（http：//www.pref.shimane.jp/section/houshanou/data.htm）
島根県原子力安全対策室ホームページ（http：//www.pref.shimane.jp/section/gen_an/index.html）

下の測定値は、平成14年6月5日9:50の環境放射線測定データです。

平成14年度
第3回
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環境放射線の測定単位はGy（グレイ）、人体に影

響を及ぼす大きさの単位はSv（シーベルト）を用い

ますので、GyをSvに換算し、比較する目安をつく

る必要があります。

この関係を式で示すと、次のとおりになります。

（γ線の場合）

Sv（シーベルト）≒ Gy（グレイ）

1000

100

10

1

0.1

0.01

7～10 Sv �
5 Sv �
3 Sv�
1 Sv�
500 mSv

（≒7,000,000,000nGy）を一度に全身被ばくする�：死亡する（治療しない場合） 
：皮膚が赤くなる�
：脱毛する�
：悪心、嘔吐（約10%の人）�
：白血球が一時的に減少する�

200mSv（≒200,000,000nGy）� ：これより低い線量では�
 臨床症状が確認されて�
 いません�

10mSv

6.9mSv

2.4mSv

0.6mSv

0.5mSv

0.05mSv

：ガラパリ地区（ブラジル）の年間自然放射線量�
 （世界一）�

：胸部X線コンピュータ断層撮影検査（1回あたり）�

：1人当たり年間自然放射線量（世界平均）�

：胃のX線集団検診（1回あたり）�

：西浜佐陀地区で受ける自然放射線（大地から：年間）�

：胸のX線集団検診（1回あたり）�

環境放射線測定�
データの平常値�

（≒10,000,000nGy）�

（≒6,900,000nGy）�

（≒2,400,000nGy）�

（≒600,000nGy）�

（≒504,567nGy）�

（≒50,000nGy）�

25～60nGy/h

※自然放射線量（世界平均）の約�
　80年分を一度に浴びた値と同じ�

宇宙から‥‥‥‥‥‥‥0.39mSv�
大地から‥‥‥‥‥‥‥0.48mSv�
食物から‥‥‥‥‥‥‥0.29mSv�
空気中のラドンから‥‥1.26mSv

57.6nGy/h×24h×365日=504,576nGy

（≒5,000,000,000nGy）�
（≒3,000,000,000nGy）�
（≒1,000,000,000nGy）�
（≒500,000,000nGy）�

〃�
〃�
〃�
〃�

〃�

（� ）�

：原子力発電所周辺の年間線量目標値�
※計算上の一時間あたりの線量目標値�

※実績ではこの目標値を大幅下回っています。�
50,000nGy÷365日÷24h≒5.7nGy/h

840,000nGy/h�
（840μGy/h）�
JCO事故で計測された�
γ線の最大値（JCO敷地境界）�

放射線連続測定設備の検出値�
500,000nGy/h�
（500μGy/h）�
国＝ 原子力災害対策�
 本部設置�

放射線連続測定設備の検出値�

5,000nGy/h（5μGy/h）�
県＝ 災害対策本部設置�

放射線連続測定設備の検出値�

220nGy/h（異常値警報）�
環境政策課内で対策会議�
設置�

原子力災害対策本部�
設置基準など�

放射線の量�
（mSv=ミリシーベルト）�

※試算�

お問い合せ先
島根県環境政策課
原子力安全対策室
TEL.0852-22-5278

Shimane Atomic Information

アトムの広場

・海上（船上）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥約 10nGy/h
・島根原子力館、一般家庭の庭‥‥‥約 50nGy/h
・加茂町中山 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥約100nGy/h
（花崗岩が風化してできたまさ土が影響）

・松江市桧山トンネル内 ‥‥‥‥‥約140nGy/h

※参考（県内の環境放射線測定例）

(    )放射線とその影響

また環境放射線として通常測定されている単位は、

｢nGy（ナノグレイ）｣ですので｢Gy（グレイ）」の10億

分の1にあたります。

1Gy =1000mGy（ミリグレイ）

1mGy =1000μGy（マイクログレイ）

1μGy =1000nGy（ナノグレイ）

※シーベルト（Sv）についても、同様の接頭語を使います。長さ
を表すm（メートル）や重さを表すg（グラム）も同様です。
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▼

チラシと古布で巾着カゴとブローチを作ろう

▼

用意するもの ●チラシ●木工用接着剤 ●太さ4.5mmの棒 ●太さ10mmの棒 ●油性ニス●針金 ●古布
●セロハンテープ ●針と糸 ●ひも ●水彩絵の具 ●両面テープ

古紙配合率100%再生紙を使用しています�

�タテ棒にする6本に針金を
入れ、抜けないように先を
カギ型に曲げて
おきます。 ▼

▼

▼
▼

▼

�チラシを8cm×55cmに切り4.5mmの
棒で巻き、接着剤で止めます。

▼

作 り 方

＊チラシと古布で巾着カゴを
作ろう

��を繰り返し、6本の針金入り
巻棒を編み込みます。

� 2本出ている巻棒の内1本を折り返し、
タテ棒の下上を順番に通します。

�下上を通しなが
ら2往復半しま
す。それを上段
下段に繰り返し
カゴの底を作り
ます。

▼

� 15cm×55cmの
チラシを10mm
の棒で巻き太い巻
棒を作り、2本つ
ないで平らにつぶ
します。

▼

��をタテ棒
が交互に出
るようにく
り返します。

▼

�巻棒を交差さ
せ、間に縦棒
を2.5cm間隔
ではさみます。

�巻棒の長さが足りな
くなったら、接着剤
をつけた巻棒を差し
込みつなげます。

�タテ棒を上に折り曲げます。

�適当な高さまで編めたら、初
めのタテ棒を横のタテ棒の後
ろにまわし、最後
のタテ棒は最初
のタテ棒の網目
に差し込みます。

▼

�カゴに針金入りの
巻棒を2本通して折
り返し、テープで
止めます。

▼

�上から巻棒を
巻いて持ち手
を作ります。
最初と終わり
は接着剤で止
めます。

▼

�カゴの内側をはかり、その1/2
に縫い代分1.5cmの2倍をたし
た幅で適当な高さの古布を2枚
用意します。底辺にはロック
ミシンをかけ生地を中表にして
口から3cm残して両端を縫い
代1.5cmで縫い合わせます。

▼

�口部分を1cm幅で
3ツ折りにして端
を縫います。

▼

�口部分にひもを通します。

▼

�巾着の底辺に2cm幅で接着剤
を塗りながらカゴに止めます。

▼

�接着剤が乾いたら完成。

▼

�水彩絵の具で色付けをし、
乾いたら油性ニスを塗ります。

�平らな巻棒をタテ棒
の前後に通し、2cm
重なる長さで切り両
面テープで止めます。
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